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※この活動は、海と日本プロジェクトの一環で実施しています。
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敦賀とは？

 9：30

10：45

12：00

北前船こども調査団 結団式

南越前 見学体験

昼食

スケジュール

13：15

14：30

15：45

17：00

敦賀のまち調査

昆布について調査

まとめ

終了予定

・北前クイズ
・調査結果提出
・認定証贈呈
・あいさつ

古代から大陸との交流が盛んで、海陸交通の要衝
として発展しました。北前船の時代（特に前期）に
は、北海道をはじめとする全国各地の物資が集ま
り、京の都やほかの地方へ陸送する際の起点とな
りました。近江商人への中継貿易で賑わい、全国
から商人が集まりました。

ニシン肥料
敦賀は北海道から運ばれるニシン肥料の畿内への玄関
口で、この肥料が広まったことで木綿の生産が飛躍的
に伸び、日本人の「衣」文化が劇的に変わりました。

文 化
塩、木綿、日用品の他、茶と茶道、ひな人形など、
敦賀は様々な物資や都・上方文化の「北方への玄
関口」でもありました。若狭瓦や越前赤瓦など、北
海道開拓のための必要な物資も数多く取り扱って
いました。

きらめきみなと館

ごろ

河野シーサイド温泉「ゆうばえ」

※スケジュールは当日変更になる場合があります。

・あいさつ
・参加団員自己紹介
・スタッフ紹介
・日程説明 など
・北前船セミナー 奥井海生堂

・昆布蔵見学
・こんぶかき体験

きらめきみなと館

2

昆 布
北前船航路は、別名「昆布ロード」とも呼ばれ北海道
から、都をはじめ全国に昆布を運ぶ大動脈でした。特
に、敦賀は都に昆布を陸送する際の拠点として発展、
最盛期には昆布商が100軒近く軒を並べていました。
また、各地から昆布職人も集まり加工産業も発展しま
した。（現在でも、手すきおぼろ昆布は生産日本一）敦
賀は、都から各地へ波及した日本の「出汁文化」の発
展に欠かせない存在でした。

・右近家
・西洋館
・中村家

・敦賀市立博物館
・洲崎の高燈籠
・船だまり

右近家・中村家とは？
南越前の河野は、古くから府中（越前市）と敦賀を
結ぶ海陸の中継地として栄え、船頭や船乗りを輩
出します。江戸半ばから飛躍的に発展した北前航
路を利用し北前船主として頭角を現しました。

敦賀との関係
河野には大きな港や入り江が無く、船は大和田の
泊（敦賀）に停泊していました。敦賀は、泊を整備
し、右近家や中村家などが陸揚げした物資を都へ
陸送するための中継貿易で発展しました。

北海道とのつながり
昆布やニシン肥料のほかに、北海道のニシン漁場商人た
ちに頼まれて、魚場の経営にも参加しました。

北前船主とは？
江戸時代の経済の大動脈「北前船」航路を利用し、全
国的に需要が拡大したニシン肥料の運搬や、商品価格
の地域差を利用した買積み商いで、莫大な富を生み出
し、明治維新後の北海道開拓用の物資運搬に大活躍
し近代日本形成の大きな力となりました。右近家は、明
治に入り大阪へ進出、海上保険会社や商事会社を立ち
上げ、海洋国家・貿易立国日本の礎を築きました。

京の都の海の玄関口（昆布ロードの拠点）
敦 賀

日本海5大船主の隆盛を伝える右近家（中村家＝国の重要文化財）
南越前

北前船寄港地である、福井、新潟、山形、秋田、青森、北海道の

小学5年生が地元の北前船の遣構を訪ね、

北前船がもたらした文化、伝統などをエリアごとに調査します。

その後、各地の代表者が北海道小樽市に集合し、

小樽に残る北前船の遣構などを見学、

そして各地の調査の結果を発表しあい、交流を深めます。

さらに、ガイドブックを製作し、各地の小学校や関係者に届けます。

北前船航路とは？

江戸から明治にかけ、北海道と、東北、北陸、西日本を

結ぶ航路として日本経済の大動脈となりました。

北前船はいわば「海の総合商社」で、

米、ニシン、昆布、日用雑貨などの生活物資のほか、

人や文化も運び、日本の経済発展に大いに貢献しました。

日本海沿岸を中心とする寄港地には、

廻船問屋や商家の大規模な建物が並び、

祭りや芸能など独自の文化が花開いています。

また、北海道から運ばれた昆布が日本の食文化を一変させた他、

ニシン肥料が綿花栽培を支え木綿衣類が全国に普及するなど、

日本人の生活全般に大きな変革をもたらしました。
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REPORT 1

調査のポイント

REPORT 2

北前船セミナー
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右 近 家

西 洋 館

中 村 家

REPORT 3

南越前
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REPORT 4

敦賀のまち調査

敦賀市立博物館

洲崎の高燈籠

船 だ まり
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疑問・質問をメモしよう！
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奥井海生堂

気比神宮

▼至米原・敦賀駅

▼至福井

敦賀水産卸売市場

赤レンガ倉庫

きらめきみなと館

敦賀市立博物館

敦賀エリア

三国エリア

旧森田銀行

坂井市商工会
三国支所

みくに龍翔館

内田家跡
旧岸名家

三國湊遊覧船

元三国大野屋
氷川神社

みくに文化未来館

日和山・金鳳寺

敦賀湾

▼至福井

▲至福井

▲至加賀
▲
あ
わ
ら

マチノクラ

敦賀観光ホテル

洲崎の高灯籠

船だまり

三國神社

河野海水浴場

北前船主の館・右近家
南条郡南越前町河野2-15

南越前エリア
アマゴゼ山

▼至敦賀

▲至三国


